


震災のためのチャリティコンサートは３度目になりました。
今回も、私が思いを寄せている作曲家の作品で、被災地の復興に少しでもお役に立ちたいと思っています。
モーツァルトの魅力が凝縮されている「幻想曲ニ短調」、ショパン後期の最高傑作ヴェネツィアの「舟歌」、バッハのヴァイオリンパルティータ第２番終楽
章をピアノ技巧の極限まで発展させたブゾーニ編曲の「シャコンヌ」、そして今まで演奏し続けてきたプーランクの作品から今回は室内楽を選びました。
共演してくださるのは素晴らしい先輩方や友人。楽しみでなりません！
皆様方にもこの楽しさが伝わりますように。

東京芸術大学音楽学部付属音楽高
等学校を経て同大学器楽科ピアノ専
攻卒業。在学中に大野和士氏指揮に
よりグリーグのピアノ協奏曲を演奏。
ロータリー財団奨学生として米国イ
ンディアナ大学大学院に留学。修了
後は同大学院指揮科ピアニストとし
て3年間勤務。その間学内オーケスト
ラとラフマニノフのピアノ協奏曲第2
番を演奏する他、アスペン音楽祭（コ
ロラド州）、20世紀の室内楽シリー
ズ（マドリッド）に参加、スペイン各
地、カナダなどで演奏。ピアノを石塚

信子、天田繋、勝谷壽子、井口秋子、エドワード・アウアー、ジョルジュ・
シェボック、山岸麗子各氏に、室内楽をジョセフ・ギンゴールド、ヤーノ
シュ・シュタルケル各氏に師事。
帰国後はソロリサイタルをはじめ室内楽・伴奏など様々なコンサート活
動を展開する一方、2003年から「マンハッタン・サロン・コンサート」
「歌のおもちゃ箱」をプロデュースしている。東日本大震災以降、自主リ
サイタルはC・W・ニコル氏の進める「震災復興プロジェクト・東松島に
森の学校をつくる運動」へチャリティしている。
ディスク・クラシカよりCD「ポートレイト」「子象ババールの物語」（『レ
コード芸術』誌特選盤）をリリース。日仏サロン文化協会より【サロン文
化芸術賞】受賞。PTNA会員。Trio MVPメンバー。 MOMOピアノ教
室主宰。 
ホームページhttp://park8.wakwak.com/̃toktok/

鈴木佐英子（フルート） Saeko Suzuki
国立音楽大学付属音楽高等学校を経て、国立音楽大学を卒業。卒業演奏会へ出演。卒業後
渡独し、2000年にベルリン芸術大学大学院を首席にて修了。ドイツ国家演奏家資格を取
得。卒業演奏会にてベルリン交響楽団と共演。1999年バイロイト国際音楽コンクールにて
ファイナリスト。2002年帰国記念リサイタル（於：アミュゼ柏）、2008年東京文化会館小
ホールにてリサイタル開催の他、2003年より毎年バロック音楽シリーズの演奏会を開催し
ている。現在までにフルートを、林ひろみ、杉浦勝彦、大友太郎、クリスティアーネ・ヘルマ
ン、カールハインツ・ツェラー、ロスヴィタ・シュテーゲの諸氏に師事。ムラマツ・フルートレッ
スンセンター新宿・横浜講師。

池田 肇（オーボエ） Hajime Ikeda
岩手県釜石市出身。
1976年国立音楽大学卒業。卒業演奏会および岩手県新人演奏会に出演。同年、山形交響
楽団に入団。1977年より、東京佼成ウィンドオーケストラを経て1981年東京交響楽団に
入団する。
以後首席奏者としてオーケストラ活動と共に、リサイタルや室内楽の他、講習会の開催、各
種審査員、吹奏楽団の指導など多彩な活動を行っている。1994年より草津音楽祭に参加
し、トーマス・インダミューレらと共に室内楽を共演。これまでに木管五重奏団「ぐるーぷ六
歌仙」のメンバーとして、また東京交響楽団とはモーツァルトの協奏交響曲やアルビノーニ

の協奏曲のソリストとして共演している。現在、東京交響楽団オーボエ奏者。「日本オーボエ協会」常任理事。「釜石応援
ふるさと大使」。

小山 清（バソン） Kiyoshi Koyama
1969年 武蔵野音楽大学卒業。同年、フランス政府給費留学生として国立パリ音楽院に入
学。バソンをモーリス・アラール氏、室内楽をピエール・ピエルロ氏 に師事。71年バソン並
びに室内楽のプルミエプリを獲得。73年ヴェネチア室内合奏団にソリストとして入団。75
年 カザルス追悼のためのプラド国際フェスティバルでヴィヴァルディのバソン協奏曲。同
団とフランス、イタリア、ドイツ、オーストリアほか各国でソリストとして演奏。ザルツブルグ
音楽祭をはじめ、数々の音楽祭に出演、多数の録音に参加。80年日本フィルハーモニー交
響楽団に入団。モーツアルトとドゥヴィエンヌのバソン協奏曲を共演。同団定年退職後、シン
フォニエッタ静岡・バソン・スーパーソロ。同団とモーツアルト、ジャン・フランセのバソン協

奏曲、ヴィヴァルディ協奏曲全37曲を共演継続中。97年に日本バソンの会を設立。
東芝ＥＭＩ「兵士の物語」CD録音に参加。コジマ録音よりCD「フランスバソンⅠ・Ⅱ」をリリース。 08年「のだめカンタービ
レ」CD。大澤哲訓作曲・バソン協奏曲の日本及びフランスでの初演。日本管打楽器コンクール審査員。2009年ヴィル・
ダヴレイ（フランス）バソン国際コンクール審査員。

德川眞弓（ピアノ）
Mayumi Tokugawa

制作・発売元 : ディスク クラシカ ジャパン

德川眞弓+林望+C･Wニコル
子象ババールの物語 & 子供の領分
ドビュッシーの名曲に谷川俊太郎が詩を書下ろした「子供の領分」。
プーランクの音楽物語には林望の新訳！
あたたかなピアニズムで定評の德川眞弓に、林さん・ニコルさんのおふたりが花を添えて、
ことばと音楽が綾なす美しい時間になりました。
話題の「グルダのアリア」など、オマケの小品2曲もお楽しみに。

●音楽物語「子象ババールの物語」 （ブリュノフ/プーランク/林望訳）*
●カヴァレリア・ルスティカーナ 間奏曲 （マスカーニ）
●｢子供の領分｣ （ドビュッシー／谷川俊太郎詩）**　●アリア （グルダ）

德川眞弓（ピアノ）　*林 望、 **C.W.ニコル（朗読）　録音：2013年

DCJA-21024　税抜き¥2,500

「率直だが優美な演奏ぶりは、プーランクそしてドビュッシーの音楽にふさわしく、
  朗読とあいまってこの企画を成功に導く要因となった…」　　　　  濱田滋郎
「フランス風のエスプリに富んだ德川の演奏もすばらしい…言葉と合わせると、
  ピアノの音は断然生き生きと輝きだす。とても楽しいディスクだ。」　   那須田務

いつか来た場所のようなノスタルジー。
懐かしい写真のようなメランコリー。

豊かな音楽性と抑制された抒情で描く、12篇の肖像画。

德川眞弓｜ポートレイト

DCJA-21015　税抜き¥2,381

德川眞弓（ピアノ）　録音：2010年

●即興曲 第15番 ｢エディット・ピアフへのオマージュ」、ノクチュ
ルヌ 第１番（プーランク） ●亡き王女のためのパヴァーヌ（ラヴェ
ル） ●エステ荘の噴水 （リスト） ●ノクターン第20番（遺作）、「別
れの曲」、バラード第1番ト短調（ショパン） ほか全12曲

アファン震災復興プロジェクト《東松島に「森の学校」を作る運動》について
東松島市の被害状況
宮城県東松島市は、東日本大震災によって市街地の67％が津波
により浸水し、死亡者数、行方不明者数が合わせて1,200名とい
う、甚大な被害を受けました。子供たちの教育環境についても校
舎施設の被害が深刻で、特に鳴瀬地区では小中学校が3校復
旧不可能な状態にあり、将来ある子供たちのためにも一刻も早く
教育環境を整える必要があります。

『森の学校』とは
震災で心に傷を負った子供たちには、夢を育み、たくましく生きる力を育てる環境が必要です。その為に

も自然の中で伸び伸びと学び遊ぶ『森の学校』を建設したいと考え、現在工事が進んでいます。

高台にある建設予定地の地形を活かし、校舎も体育館も全て木造で、周辺の畑や田んぼ、隣接する

森も教室の一部に。森には13年「ツリーハウス」、14年「馬のひづめ展望デッキ」に続き、昨15年には

「復興の森―森と対話する場所（サウンドシェルター）」が完成。16年「森の劇場」、そして2017年の

校舎落成・開校が待たれます。


